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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、中間径フィラメント（IF）タンパク質スーパーファミリーに属するI型（酸性）サイトケラチンファミリーのメンバーをコードします。ケラチンは、中間径フィラメントを形成するヘテロポリマー構造タンパク質です。これらのフィラメントは、アクチンマイクロフィラメントおよび微小管とともに、上皮細胞の細胞骨格を構成します。この遺伝子の変異は、表皮剥離性角化症と関連しています。この遺伝子は、染色体17q21上のケラチンファミリーメンバーのクラスター内に位置しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	A431 (1)、C6 (2)、COS7 (3)、Jurkat (4)、NIH/3T3 (5)、およびHEK293 (6) 細胞溶解物に対するKRT10マウスmAbを使用したウエスタンブロット解析。
	

	KRT10 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	KRT10 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト乳がん組織の免疫組織化学分析。
	

	KRT10 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト食道癌組織の免疫組織化学分析。

